
昭和 26 年 5 J3 15 隠

市、警察、治防の電話番号

苓重量 280 ロ 281 口 282 臼 283 
曾昔十諜厚生害事農業謀、受付
数育隷 枚入佼蜜

〈夜間、日綴湾〉
ロ 19 ロ 277 ロ 849
土木課庶務課衛生謀 議曾事務局
建築課 選事管理委員曾事務局
口 7.267 ロ798 799(夜間用〉
警務磐 毒事業譲@競輪場
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月一回袋

署量 干r Ni 

Z辞書家市役所

挙事童市苓草壁新積 J. J 9 Ó 番地

電話 1 9 番
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行毎

氏
名
住
所

古
家
安
治
不
塚
二
二
七
九

大
木
修
卒
新
宿
一
五
郎

O

笹
尾
貞
治
卒
塚
一
九
七
一

議
藤
精
一
苓
塚
三
五
七
一

橋
川
兵
三
郎
新
宿
九
二
一

問
中
英
治
須
賀
一
一
一
八
七

川
口
賢
三
新
徳
間
八
六

山
口
銀
次
郎
新
宿
一

O
五
四

宮
代
手
議
馬
入
二
六
七
八

窟
医
藤
太
郎
一
須
賀
一
一
ご
六

安
藤
好
明
皆
同
入
一
ニ0
0
0

奥
津
光
太
郎
平
塚
一
一
一
二
七

加
藤
力
厳
新
宿
六
七
九

箆
岡
部
民
義
平
塚
一
六
一
一
九

藤
穣
俊
範
平
塚
一
一
一
四
八
一

西
島
八
郎
卒
塚
一
一
一
五
O
九

内
田
叉
二
平
塚
一
一
一
五
九
河

秋
抽
出
幸
土
日
新
宿
八
八
四

金
子
宮
拶
不
出
掛
三
五
五
五

時
拍
股
菊
次
郎
新
宿
八
一
一
一
一
ニ

加
藤
芳
校
新
宿
六
五
一
二

L
iい
代
表
に
友
っ
て
い
る
か
ど
う
一
自
分
の
料
品
位
を
は
か
る
と
と
は
な
一
七
日
〈
木
〉
須
賀
地
温
競
輪
場
一
も
よ
い
も
の
で
す
@

古
?
一
い
か
?
一
一
ω
球
部
塗
桝
、
ガ
ラ
ス
桝
、

O

議
血
中
の
前
の
公
約
役
実
現
す
る
一

O

こ
ん
な
こ
と
に
常
に
注
意
し
て
一
八
日
(
金
)
須
賀
地
区
競
輸
相
場
一
陶
磁
録
制
措
桝
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
制

古
矢
太
三
郎
卒
一
級
一
三
二
一
一
一
努
力
を
す
る
か
ど
う
か
?
一
立
派
な
地
方
宣
言
築
く

5

，k

一
一
桝
も
及
び
化
学
問
周
回
玄
関
勺

丹
波
慶
次
卒
塚
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

O
A抗
議
し
た
地
伎
を
利
用
し
て
、
一
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一
③
-
実
態
一
ω
管
室
の
一
万
分
の
一
以
一

一
一

.
3

一
又
は
五
、
ミ
リ
グ
ラ
ム
未
満
章
表
し
一

朱
民
向
藤
滋
新
宿
一
一
一
一
一
五
一
一
一
、
検
主
交
付
時

3

代
午
前
一
く
は
と
れ
に
稲
川
品
す
る
重
量
を
感
一

問
中
定
凶
邸
須
賀
二
一
六
一
一
盟
議
鱗
器
及
討
量
購
伸
一
九
時
よ
り
午
后
一
一
時
引
で
。
一
や
る
天
秤
。
一

一
一
一
、
検
査
は
精
雨
に
拘
ら
や
寅
一
例
秤
金
二
ト
ン
・
又
は
と
れ
一

M
f
M
h
d
一
一
一
一
ト
一
第
一
種
載
一
鱒
検
査
の
賓
雄
一
与
計
定
さ
れ
た
警
場
所
で
一
時
営
ず
る
重
量
を
超
え
た
る
衡
一

一

d

一
必
や
受
検
す
る
事
e

一
ω
生
州
問
繊
度
検
定
器
以
外
の
一

守
屋
受
之
助
卒
塚
一
五

O
昭
一
一
一
一

一
一
柳
奈
川
抑
制
告
示
第
二

O
九
号
に
よ
一
ナ
。
一
一
、
検
査
友
明
暗
山
出
廷
く
受
け
な
一
計
量
器
。
一

山
図
録
郎
卒
陣
撤
去
さ
ノ
同
一
り
、
左
記
の
日
制
で
第
一
種
取
締
一
一
し
い
と
‘
後
日
調
夜
の
上
、
感
'
阿
腕
へ
一
切
土
地
又
は
建
物
じ
取
付
け
一

鳥
海
博
須
賀
一
一O
O
一
一
検
査
を
賓
施
致
し
ま
す

o

と
の
矯
一
詑
一
援
山
吉
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
叉
は
度
一
党
度
量
衡
器
又
は
計
量
器
。
一

J
J
J
k
i
J
i
l
l
;
;
;
;

一
市
の
設
蛍
係
員
が
、
検
査
前
に
あ
一
検
査
月
日
検
査
鼠
域
検
官
官
。
場
所
一
室
衡
法
に
よ

b

底
分
身
曳
け
る
事
一
門
産
業
課
凶
一

一
定
準
備
調
店
係
い
ま
す
か
一

O

六
月
一
が
あ
り
ま
ナ
。
一

i
j
j
j
j
i
i

一
も
務

あ
な
た
の
一
票
の
訂
の
問
問
問
問
し
汗
民
問
一
一
日
〈
金
〉
芸
豊
富
士
見
校
一

ι
ぃ
諸
問
諸
説
的
引
は
一
高
見
積
串
警
警
の
一
パ
一
中
け
ま
し
ょ
う

符
え
を
着
観
し
て
一
む
民
一
日
一
一
時
間
聞
は
ほ
一
一
一
日
(
土
〉
卒
採
豊
富
士
見
校
一
時
特
腕
時

M
m
mぷ一
回
一
一
提
出
に
つ
い
て
よ
赤
十
字
募
金
が
行
わ
れ
て
い
ま

い
ま
し
ょ
、
っ
一
見
詰
訪
問
れ
詩
郎
日
一
四
日
(
月
)
警
護
江
草
学
一
日
刊
に
肘

m
m
r正
問
諒
一
一
町
内
ド
ド
時
品
開
日
時
一
町
下
山
崎
均
一
一
設
け
ぷ

O

翠
芸
す
め
ば
と
れ
で
す
べ
て
一
て
申
告
な
し
、
検
査
員
日
に
は
援
一
五
日
(
火
)
新
街
地
区
江
一
陽
中
寮
一
下
さ
い
。
一
段
り
で
あ
り
ま
す
が
、
未
提
出
の
一
災
や
地
震
、
水
害
事
と
の
救
坊

が
絡
つ
に
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
出
し
て
検
査
を
曳
け
る
よ
う
市
民
一
一
一
、
今
簡
の
桧
変
に
左
記
の
度
一
互
い
ま
品
市
役
所
税
務
課
へ
提
出
一
ゃ
‘
雲
師
な
ど
の
経
常
青
少
年

O

営
警
が
ほ
ん
と
う
に
市
民
の
一
各
位
の
御
協
力
左
御
殿
い
致
し
ま
一
六
日
(
水
)
馬
入
童
相
官
僚
小
校
一
審
器
計
量
器
提
出
し
な
く
と
一
し
て
て
;
一
赤
十
字
閣
の
雲
、
総
一
郎
無
料
診

一
、
し
一
療
な
ど
の
仕
事
を
す
る
の
に
使
わ

れ
ま
す
。
ど
な
に
も
御
協
力
下
さ

お
わ
答

率
一
切
4
8
一
?
i
o一
0
・
0
・

b
一
5
3
7
一
2
5
B
一
9
9
3
7

ム8
6
一
B
5
2
一
一
1
7
9
一
2
8
1

開

票
一
L
L
L
一
生
弘
氏
山
一
4
5
4
一
0
.
L
L

…

L
0
・A
比
一
弘
な
ゑ
一
弘
工
&
一
弘
仏
弘
9
8
7
一
に
つ
い
4
.
一
弘
な
&
叩

郡
一
8
0
2
8
8
8
一
7
7
7
一
8
9
8

…

8
2
一g
J
J
Z
L
V

一
;
引
一
:
吉
一
2
8
一
2

」

数
一
9
2
1
7
1
2
一
8
9
η
一
語
∞
一
宮
町
拘
一
切
お
お
一

U
C
M一
定
幻
一
必
話
一
m
即
位
∞
一
器
ω
一

者
一
忽
ω
ω
一
日
以
悦
筋
一
初
出
的
問
。
一
8
9
8
一
1
1
m
一
m
m
m
一
部
引
品
目

μ一
一
別
m
M
m
M
一
一
抑
的
即
時
肌
一
ω
m
m
一
m
M
山
M
m
一

票
一
L
L
o
h
一
L
一
L
Z
一
L
7
L
1
9
ω
一
L
L
Z
一
L
L
Z
一
L
L
一
-
L
一
L
L
q
ム
一
L
L
一

投
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
一
連
加
盟
諸
一
国
側
一
塁
諮
問
一
訓
告
別
問
一
盟
国
誠
一
単
一

h
問
料
開
一
品
目
白
位
同
組
組
組
一

一
率
一
明
4
2
5
2
一
0
7
9
一
一
7
7
2
一
ー
ト
一

U
l
-
-
u
-
3
V
U
L
V
i
-
-

しu
u
u
u
ト{
3
)
i
i
j
i
f
-
-

一
{
ト6一

一
票
一
弘
は
3
.
一
泡
は
は
一
弘
0
.
9
.
一
一MM
円
昨
日
一
L
え
な
一
一
は
凶
ぽ
一
山
引
は
一
的
広
む
一
仇
小
川
出
一

q
o

ミ
~
一
弘
山
J
b一

一
投
一
E
E
E
一
9
9
E
一
8
E
E
一
E
9
E
一
9
9
2
一
9
9
1
9
9
2
一
9
9
8
一
9
9
9
一
9
9
9
一
9
9
虫
一

一
湖
一
諮
問
一
銭
勝
一
諮
問
一
抑
制
側
一
認
鰯
一
議
立
立
怨
制
一
銭
側
一
諒
一

ω一
川
一
部
一
一

一
嘉
一
1
1
2
一
1
2
一
1
1
2
一
1
2
一
1
1
1
一
L
L
丸
一
L
L
a
一
r
L
弘
一
L
Z
一
L
L
Z
一
L
L
丸
一

一
投
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
数
一
川
曲
目
即
位
均
一
悦
均
一
部
弘
前
尚
一
ω
m
m
出
一
お
日
ω
一
%
弱
性
的
出
州
諸
一
必
控
品
一

U
U
庄
内
回
出
品
川
四
一
m
u
白
山
均
一

一
富
一

6

一
o
u
i
T
壬

3
4
8
一
8
1
2
一
4
4
8
一
主
6
0
一
E
7
3
一
1
2
4
一
ひ
O
L
一
2
0
山
町
山
一

l
u
z

四

一
酷
一
1
1
3
一
L
L
Z
一
L
L
Z
一
I
L
ぇ
一
L
L
・
-
一
L
L
Q
A
一
L
L
&
一
L
L
2
L
L
O
ム
一
L
L
Z
一
L
L
丸
一

一
有
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一l
l
i直
陸
国
制
反
間
両
国
間
同
国
阿
国
嗣
園
出
国
一
回
回
一
回
同
盟
国
単

一
軍
一
概
蹴
一
馴
誠
一
瓢
噛
一
献
校
一
朗
悌
一
一
例
所
一
期
校
一
献
校
一
問
問
中
~
寸
一
蹴
校
一
耕
作

一
袋
一
投
封
一
投
翻
一
投
酌
一
投
水
一
投
開
閉
一
投
役
一
投
諮
問
一
投
一
投
遼
一
投
原
一
投

ι

一
投
一
炉
富
一
ヂ
土
佐
渡
一
一
す
一
純
一
山
一
千
巾
一
杭
袋
一
…
す
一
町
一
一
栄
一
新
一
松
一
色
…

(30 箆)知事、勝議長選奉(23 隠) 市長、市議員選摩

資よ章受

入場人員

2.605 

2.972 

3.481 

5.451 

14.5α百

売上金額

13.130.800 

17.444.000 

19.735.100 

24.981.600 

75.291.5自O

宜主
月

一
盛(木

)

欝
(
金

r
h
司
d
v
L
可
a
a
p
k、
P
A
r
a
h
可
J
F
弘
司
E
a

一
四
月
六
区
市
議
品
問

一
「
卒
塚
市
職
員
定
数
僚
例
の
一

一
部
改
正
K
つ
い
て
」
&
審
議
可

一
決
し
た
。
と
の
定
数
僚
例
は
従

一
系
よ
り
態
校
組
閣
護
士
二
名
槍
員

一
す
る
案
で
あ
る
。

一
鶴
見
六
日
数
育
委
員
曾

一
松
原
小
島
十
校
、
浜
岳
中
犠
校
の

一
復
高
田
じ
つ
い
て
際
山
間
警
が
あ
っ

申
告
用
紙
は
配
付
摘
で
あ
り
ま
す
一
て
之
れ
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

が
、
お
手
も
と
に
溜
か
な
い
方
、
一
四
月
六
日
財
政
一
奈
良
品
開

叉
は
紛
失
さ
れ
た
万
は
市
役
所
殺
一
須
賀
じ
あ
る
箇
有
財
震
建
物
の

務
諜
へ
h
d
申
出
下
さ
い
。
一
日
出
住
者
よ
り
隊
憾
の
あ
っ
た
市

と
の
申
告
書
は
公
平
な
課
税
の
基
一
民
稔
減
免
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

縫
と
た
る
も
の
で
す
か
ら
医
確
に
一
て
審
議
し
た
。

記
入
し
て
下
さ
い
。
も
し
虚
僚
の
一
四
月
九
日
競
輪
選
後
委
員
曾

申
告
、
又
は
五
世
田
在
理
由
が
な
く
一
四
月
C
競
輪
執
行
に
つ
い
て
穣

申
告
し
な
か
っ
た
場
合
は
庭
訴
さ
一
魯
伺
相
談
し
た
.

れ
る
と
・
と
が
あ
り
ま
ず
か
ら
注
意
一

し
て
い
。

題
(
土

韓
ハ
日
〉



こ
れ
か
も
ふ
え
る

( 2 ) 

の生つの中うそっ的関冷介lE品そかめ類弘、食のよ魚いのでみ二 t尽力日るたと域入
ででた衡にとした主主年凍殺し衡とらてやら料はう介る五おて十〉ヱがつ tr し務

長長ベ議長主232警雲手去五 Z書22t JZ筆。明史上空ZfJ五坊主
にシ店そ設約いく 取- '-'業系施年るの郊のてれく、 七死のの泰三主で中繁わづ
己主 l がのがにるも 締自主主(自行問。繁ヱi: .ら中そ %亡五会はとも泰男直るき
幸子ズ所取完示がー そか言午魚由主草月 殖品、もの議の の率O i'<l践し魚、がしと暑
をン々扱備さ'周 ずら可市営長!日厚 にのそっ食の加多も、食倒て介一、細主主
す在にがしれま年 る穫後場業の主主 遁棄のと品原工 脅さを八中的魚類段と蕗と
る主主み依て?こ 7さを と施索、 fさー省 し質反もが国 z誌 を中%主義で肉やとれば混
とえら然い営業迎 と首と魚つ部令 てが箆多目じが し手話査と統、ね‘多じと度
とたれ不た業者え に会し介t<:1i:で いき魚く常たと め J替、し討昭りモくと ω が 官
官今る衡か般のよ な蕗て類魚tlí:食 るわブトJijのるの で者め喜三和製のなも時 B ) 

に不と土やのは1. のんそ憶くトはのはてああ中 に滋-- ,!. 
ゐ注と嬢パ中、の 3. 2. 1.三なれしつ?従は~I]護るた毒魚 3. 2. 1.わの陸軍(~
い意ろやラじモサボ型著書染サつもなてがイ来 1 と性ふ与は介特中化納付原設

歳 λ i すな Z 菜 72量 Z7 ぎ震芸 2Z23雪喜善芝品主 zszZ警護き書室 2 塁空日
ト一一一一 i 嚇年度2言語 、魚在やスの類ヰス草草整中牛けま去締たも蒸ら菌 V つ歪ピ 2 そ質 食食左大て工

自|本年度予算|予 算i 汚介し悶グがラ子 堅議ラらう菌いの中れ役中、街魚をのじ 中中古'M み魚
,... -"'"い類て便なノレ臣賞 E吉中 等 富寄れか性。と奉て中でか、自除方日よ 憲主輩出しる干丈、

場をいなどトる E善幸草 じ 磁ると中 し設い毒もき場体~ヱる ハ 来て ξ 〆jj'"
所lîIるどもヰ多と ょ に。云翠てをたでーや所1c 1 品食非 る次、会合
や擦のい合ノレくい る よ えと よ先鋭I .般あ』亡事草・に中 総 。のま芳良
水地でたま氏、う 重量 る ばは くさをのこ約さよ言葉 3 よ毒 菌 よ寸志
でト海、る ß 菌との 重重 傷 主主ど 言巴じプれ主主りつがにる 性 う rft

ベな霊長とが見品ハて O抗議なとか菌ど製でれ中者 2 !:スでとう所他せがるしのつが備防っ
たいな遼認t<:r:. il喜も 01) 性くとたがが議、じにとのいた最主体なににるらとかまたとに〈ーで
りのどつめ民菌自態度ががてにり入 b 入億よ繁主主義えど筏染経古文よば議猛もにりれ欠設お
しでのてらでが体性で強きは絢あつるに染つ E泣い言語るいに約路らめか議烈とかしら陥倫い
て4"不アれは入はがーくわた菌るで場化性てし‘ ~t~ 。やいじを {f 人却をなれおてのがをた

j一一一一Q/i1 ì一一一一'OQI し主主快ン予約つ死主主 0' めら性。中合篠弘中て菊中 れえ中とつ体で出繁らかい俸あ怠 8
1主主 些一一一丞I 6.16坦i!L生盟星~I までなモ、らて減く i いてな食 喜善に性な護軍喜幸吉翠 もぱ奉って外なし荷重のさた染つつ b
10市 f責 I 2.000.000j 1.000.0001 5_ 売がニ叉鑓繁すなーづ警告い中 をはのいを索依と 一、手とて‘へくて作菌れ場性たた鼠
一一一三「一一同五両面;両社 νつスアーつ ii1îるら五れにの議 起‘でが怒佐球い 積赤起甲叉郎、中用はて合疾りりや

， .vv.~u.vvv .~V.VV~ ~vvl たもや般たし〉な分も針はc:- しそき取さう菌う の続きか上た主主事事を休しに恵、、古語

歳 出 | り発硫のとてがい加援す、警 たのも扱せみがの ま字やせら迷菌便配管内まはに I虫保た
唱 、主主化擦とも又し熱氏るそ戒 例化。〉若ぎる、食は 中チる乙のはモ走塁みにうわか扱存ど

食し 7K!!士ろも食、しー援のし が畿主主やのと品前 議 7 0) へよ各のさな入。つふ者設を

るいいいりベ 2 ヱ:::::1C察し店取介こ止くの f告すが食指を良ナよ業 あは安煮 Oが排は
も場る製ん亡コ品 C はがた綿扱類)@見店費る、品導完心るる者 こる充心、燦分弱社III智

子 22242事5554222員 一警高 2 書室5 会 E f 襲? ム。253 是主24
i'jI長;芯製る lr 鮮う。れ、店てのの ののとがが Eまい妨行も所し SI :l室、え金氏が在
存信も i設と ζ モ ξ て伎のい力日施 他し撃ま綴てぐいにのて ーう i ナ生充に六、し
せ空ょ輩、、あす い‘衡るヱ設 書取てまづ員はと有取衡は引は る食分破五熱、

ト一一一一ト一一一一-1 やむい後なちるる る良生か品が い扱はし卒がもと客扱主主食防i てi となに壌 ftt に猛

認す問号閣23宣明日328 え;iitgizffii寸話ififfJ14tiiiiii
1・産業経済費|ゴ蓋し胆2 食らき訪はかやの問。的、るは如、所々侵他究法 í I 刊1 刷れの i 蹴
h.都市計遜事業費瓦忌到 1.08盟空空i 一三里 t:d空空会 o jjQ 店 f守点 じ魚 とよ者 行るのの Ã >b哩互一一ーでにばで三抗を
10財 産 費1~5~2矧 506.7吋 一一容午六六五五五ーら予の保左静依犬 一体て携冷食f言が')i(し菌

rf勺温|二羽 z詰討札出;詩札h;LU内A雪義怨叫2詰話胡i話詑i訣ir月M月 f立:2:E そ割2誤関開E誇斑?鰭i: ; g 籍 i忌記時晴i誌沼鴻;諸謂3謹喜 i出砧z誌記諦i杭肝i持? 
E一F一l蚕豆五l戸三函副!戸三亙盃函岡瓦到0 芸乎守撃弘誇 7弓李引空咋童詰主訂ι2訂百 EI昨音議
114麟有柑財孫関係費l口三亙函幻3
?竺堕盈空盟盟盟翠盆盆一且ι且豆裳担笠[区亙画一二b 付問…料附料 警出2持芸専問手持芸夏涜5 重奏室 長官協2 犬ム守山。ま2 5 
16諸支出 会凶z也虚空.1111 内の犬さか九腕見通曾分 るやり旨のはめ端企と云よ度管能の特
一一一一一一一一一 「一一一一一一-，----三七三 犬のいら持 小公館鴎 様登ま‘登れるブ丹念主主れえとは業 力関 に

LLE 金書 i tZ 言葉 里丘芸雪量管予農民若宮室主要量

沼早2255Hh 寸雇口五三忌云示FiJC 日記:扇:;-fl
出店;賢官5d 長 l 員~ ~明言考呪 j 保郁夫去を雲射警守 i靴店主T
AfZZZ寄与7322 ゎ君!詳id肝持 率議長店協議2223皇賞雫護主計五室5怯
括れれぷド出れ留|議長1 業。軒目 段下詰震計認良識と 店主軒区一
応君主季刊誌炉日控JHM 422E百五芸能 市騒い埼
未よれ言守、ゐ締款未知最 生善 溺な本昭 罰二射た図七年は除を日 があし胞す療党で-
51 そか蒸宅兄りり渓 51 の!á:る 天り f平和 さ六没玉里り号八し ili 持以 大るながと外全あ蚤

瓦二語孟店長手JJAZZ函わ七一言三五言二 支 持許可詰鵠許認む間違まそを
2242;242222t422 時五 222SZ 警Zttはよ4 家不 22 薬 品会2夏季吉宗?主管雲?霊堂返事雪
売。供 ξ 子たなとたりた 供れし子のすてたす訟噂たて予とたら供躍議 せ警付 、、やのる方現主た佼一等員せのの宅

事 宗主守主ご t 手SZ 宗 53tzb;三号jiE2225J5i! 宗的佐 EZま主 管空妻賢雲 2 警高:雪警官品主管 33
22T 語EZT告げ主主 ?T?? 長去五 Tょ祭22122L 鋳金リ;事Z重喜 2TT 会長 222 主すすで 2
夏語ZU主五島。雪量。校長沼 F32 工夫322 ず忠君室長波君主マ昼間zy、44A皇室
がのかんえ。しけいい忘るつけづるをな@いや供の 主主ら し捺見来、品。さ時、用し品 t亡率けつ
り 無。だ五; ある ざ 主主 れよけ でか か議友 つ持が な!! 謀、 まっせた又の れ機宮下をかに叱質、

日話2Z霊長芸書 少 iFt 合すモ六。手芸oY02 悶 52Z。立 2202
山御{制法康九と問 犯年[まませをさわよか委あ 遼あ 0 ・ま特告祭ま伶ばむせ

品日誌?32 位更撃選 [;;ikftfeiZ???Ziif詰2i4
2EU22塁寄生議室(。主義zz:護持 2農 E 。れzeS42
でつり界四月軍事室体搾肱 l 化々ん、をか る左 手訟の は っちて 志のを
、て、者時二成法廷 4ム官おミ逗 i かの段見しら か受 ら先 み たで予 れよお
筒モ予迄十皇室轡 1"/'" 苅? I ら=f-でててと 御け れ生 ん ちー供 ていさ
鎮の防平六動晶 動 i 守供カ見山、存も ま k 訟 は入たはとえ
良普'緩騒の i り惑をぬでつ 知っ すい の なだ読手 持とつ

昭和26年度の市の嘗初予算

榊
奈
川
腕
開
国
韓
首

第官 3~車


